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　全国でも最大規模になる名田産廃処分場の建設計画について、名田町楠井の反対派住民の愛郷会、周辺地域の住民および民主団体で構成する「名田産廃処分場問題連絡会」で反対運動をすすめてきましたが、今、危険な状況に直面しています。

　処分場用地の一部は、名田生産森林組合の所有地(もともと楠井区の区有地)であり、それを楠井区長および名田生産森林組合代表理事が何も正式な手続きをせず、勝手に産廃業者との間で貸借の仮契約を結んでいました。それは無効であり、私たちは白紙に戻すよう要求し、県にも申し入れてきました。県も正式の手続きをとるよう指導してきました。

　名田生産森林組合では、大栄環境㈱(産廃業者)の顧問弁護士の指導で、理事の改選をおこないました。この改選では愛

郷会の代表も理事に当選させることができました。生産森林組合は総会を開く手続きをすすめてきましたが、その開催手

続きにも定款に違反する行為が多々あるため、一月二八日には住民が多数参加して県知事に指導を要請しました。しかし、組合は一月三一日に総会を強行し、所有地を各区に移転する決議をおこないました。

　大栄環境㈱は、生産森林組合との仮契約は無効であるが、楠井区との仮契約は有効と主張、あくまで推進しようと躍起になっています。

　私たちは、これまで以上に産廃処分場反対の世論を盛り上げ、より強力な運動をすすめる決意です。皆さんのご協力をお願いします。

(名田産廃処分場問題連絡会　代表　瀬戸幸作)
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　和歌山地裁前に積み上げられた一㍍を超す署名の束、意気揚揚と提出する住民の笑顔。一月二二日のＮＨＫニュースで放映された産廃反対住民協議会の闘いである。

　昨年七月に始まった和歌山市・孝子峠の産廃裁判は、浅井建設と和歌山市との本裁判に加え、周辺住民の補助参加の是非が争点である。住民らは全国随一の六，九三０人が補助参加を申請したが、業者側は異議を申し立てた。それならばと、協議会では昨年一一月から裁判所に住民補助参加を求める一０万人署名運動を展開。各地の支援も受け、二月八日時点で九八，四三五筆を集め、目標の超過達成は確実となった。

　署名の効果は大きい。当初、住民の補助参加に否定的な反応だった礒尾裁判長は、和歌山市民の四分の一にあたる膨大な署名におされ、五月の第七回口頭弁論に住民側弁護団を加えざるをえなかった。住民無視の産廃を許さず、国民の司法参加権を拡大するためにも、裁判には負けられない。法廷を包囲し、法の不備を運動の力で乗り越えよう。

　なお、署名用紙はホームページからダウンロードできる。http://www3.justnet.ne.jp/~kurayair/
      　　　(産廃反対住民協議会事務局長　江利川春雄)

                                                    　　　　　











環境を守る住民運動ネット・和歌山Ｎ０．７


和歌山市湊通丁南１の１の３　名城ビル３階和歌山県地域・自治体問題研究所気付


　ＴＥＬ／ＦＡＸ０７３．４２５．６４５９


　メール     t.sakoda@h5.dion.ne.jp





随筆家








　　～紀州の魅力を語る～


随筆家として紀州の自然・文化・歴史など、


ふるさと和歌山の魅力を多くの歌集や随筆を通して語られている梅田恵以子さんを、環境運動ネットでお呼びして、お話を伺うことになりました。


３月２３日(土)午後２時～４時


和歌山市勤労者総合センター３階


参加人数に限りがありますので、参加ご希望の方は、必ず事前に事務局までお申し込み下さい。(参加費は無料です)


　住民運動には直接かかわりませんが、一度視野を変えて、わたしたちのふるさとの


魅力や可能性についてゆっくりと考え合うことも必要かと考え、幸い、梅田さんにも


ご快諾頂いたので企画しました。


◆お申し込み


ＴＥＬ　０７３．４２５．６４５９


メール　� HYPERLINK mailto:t.sakoda@h5.dion.ne.jp ��t.sakoda@h5.dion.ne.jp�


定数を超えればお断りする場合があります





和歌山市・孝子峠の産廃裁判





　「緑の雇用事業」に二０億円


　和歌山県は、二００二年度から本格的に「緑の雇用事業」


　を本格的にスタートさせます。環境林の育成と雇用創出を


同時的にすすめようというもので、すでに二００一年度の


途中から開始しています。「木の国」の特性を生かした新し


い試みであり、積極的な一面も伺えますが、多くの点でま


だ未知数の課題も多いと聞きます。環境運動ネットでも、


一度、担当部局を招き、話し合いの機会を持ちたいと思い


ます。日程が決まればご案内します。











　フォレストシティ計画の行方に注目


　　事業主体の開発業者が破産して、許可だけが宙に浮い


　ている「フォレストシティ計画」。知事と和歌山市長を


　相手取って地域住民が開発許可取り消しを求める裁判


　おこなっていますが、業者の破産処理に伴う債権者会議


　では、今年の三月末までに、事業を引き継ぐ新たな事業


者がない場合、事業の廃止届を出すことを決めています。


　運動の中心となってきた「いずみ山系の開発を考える


会」は近く知事と話し合うよう要請中ですが、いずれに


せよ、この一ケ月余の動向が大いに注目されます。








